
　コンクリートの床に横たわる赤ん坊。その近くには
ハエが飛び交っている。悪臭が鼻をつく。赤ん坊が息
をしているのか、思わず不安がよぎった。目の前にあ
る光景は、本当に私が生きている「今」なのか。そん
な感覚から、しばらく離れられませんでした。
　ここは、難民が一時的に身を寄せる「トランジットセ
ンター」。小学校の教室くらいの大きさの建物内で、
住宅が提供されるのを待つ多くの女性や子どもがい
ました。この夏、ケニア北西部、南スーダンとの国境
にあるカクマ難民キャンプを訪問した時のことです。
　開設25年になるカクマ難民キャンプでは現在、14
万人以上の難民が生活しています。南スーダン難民
をはじめ、様々な国から難民が逃れてきています。米
国映画「グッド・ライ～いちばん優しい嘘～」の舞台に
なった難民キャンプとしても知られています。一方、周
辺は難民の増加とキャンプの長期化を受け、自立し
た生活を送るための「カロベエイ居住地区」も開設さ
れました。私たちピースウィンズ・ジャパン（PWJ）は、
カクマとカロベエイの両方で、難民たちが安心して暮
らせるように住宅を提供する支援を行っています。
　今回私が訪問した際、トランジットセンターでは
600家族以上が住宅の提供を待っていました。セン

ター内に入りきれないほどの数でした。赤道に近い国
ケニア。私が行った時期は雨期で涼しいほうだ、と言
われましたが、私にとっては、数十分も外にとどまるこ
とができないほど日差しが強烈に感じました。現地で
はそんな環境下、3千人近い人々が狭い空間で生活
しています。特にトイレは地面に穴を掘っただけの簡
易なものを使っているため、コレラが蔓延する恐れも
あります。
　多くの難民は自国から数日間歩き続け、ここにたど
り着いたと言います。そして、さらに1か月以上住宅が
提供されるのを待つ人もいます。彼らの不安や疲労
を思うと、私が暮らす「世界」との落差に驚き、目の前
の事実をすぐにはのみ込めませんでした。
　風雨をしのぐ。プライバシーを確保する。安心して
眠る。世界のどこに生まれようと、安心して生きる権
利は誰にでもあります。私たちが取り組んでいる住宅
支援はまさに、彼らのそうした権利を少しでも取り戻す
ための活動の一つです。長引く南スーダンの内戦の
せいで、難民の数にいまだ歯止めがかかりませんが、
一人でも多くに支援の手が行き届くよう、最大限の
努力を続けたいと思います。
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を支援金としてＰＷＪを通じ南スーダンの
国内避難民・難民支援事業に送りました。 

タウトク8月号の販売部数
5,281部×3円＝15,843円

タウトクでは毎号、
南スーダンの国内避難民・難民支援事業へ
送金した金額＝タウトクの販売部数×3円を
読者のみなさんにお知らせします。 

アシスト南スーダン！
　今、世界でもっとも多くの国内避難民・難民を抱える南
スーダン。その現状が日本に伝えられる機会は少なく、知る
すべも限られている。未知の国・南スーダンで何が起こり、
今どうなっているのか？ タウトク編集部では、ＮGOピース
ウィンズ・ジャパンの協力により、その現実の姿を伝えてい
きます。支援活動を続ける同スタッフの奮闘のレポートを紹
介しつつ、南スーダンが抱える問題を少しずつひもとき、少
しでも身近な出来事だと感じられるようにしたい。 
　株式会社メディコムでは、読者の皆さんにタウトクを１冊

（350円）購入いただくにあたり、その約1％である3円を、 南
スーダンをはじめアフリカの復興支援のために送金します。 
　「支援している」という高みに立った目線ではなく、積極
的に関わり合いをもつことで現地の様子が気になるように
なり、やがて世界で起こっているいろんな紛争や悲劇と、
自分たちは決して無縁ではないことを肌で感じるための 

「3円」だと思っています。ぜひこの1％運動をご理解いただ
き、本誌連載にご注目ください。 

PWJの携帯サイトはこちら！
世界各地で支援活動を続けるスタッフからの
｢現地活動ルポ｣､最新のNEWSなどの情報
が携帯からチェックできるようになりました！ 
左のQRコードからアクセスしてみて！ 
http://www.peace-winds.org/m/

難民たちに安心して生きる権利を
－カクマ難民キャンプの住居支援－

ピースウィンズ・ジャパン現地レポート

＊本事業は、ジャパン・プラットフォームからの助成金や個人・法人のみなさまによる寄付金により実施しています。

カクマ難民キャンプの子どもたち

いずれもPWJが提供した住宅


